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1. 研究方針 

内閣府が行った調査によると，行動や個人の性別・年代別に

応じて，環境改善行動の実行のしやすさや環境意識が異なって

くることがわかっている．しかし，家庭における個人の省エネ

意識を世帯の属性別に評価している例は見られない． 

そこで，時代変化によって変化する社会システムとライフス

タイルに応じた対策や施策の導出に向けて，家庭におけるエネ

ルギー消費行動改善策に関する意識調査の結果に基づき，世帯

属性別に異なるエネルギー消費行動改善策の実行容易度を体系

的に評価する． 

 

2. 実行容易度調査の概要 

（1）対象データ 

本研究室では，エネルギー消費行動改善策の実行のしやすさ

を「実行容易度」と定義して評価する．アンケート調査より，

環境配慮行動の実行状況を 4 段階で回答してもらい，回答状況

から実行容易度を算出する．  

意識の変遷を評価するために，2004年度の評価と 2013年度の

評価を比較した．また，機器の仕様の変化による行動の変化を

踏まえて，設問内容にいくつかの変更を施した (例：白熱灯を

蛍光灯に替える→照明を LED照明に替える)． 

 

（2）評価手法 

実行容易度を主成分分析により，世帯の要素別に分析した．

意識調査結果を，性別（男，女），年代（20 代，30 代，40 代，

50 代，60 代以上），家族構成（1 人暮らし，2 人暮らし以上），

年収（500万円以下，500～1000 万円，1000万円以上）で分類し，

60 属性に分け，それぞれの行動の実行容易度を算出した．次に，

属性と行動改善の傾向を明らかにするために，60 属性の中でサ

ンプルデータの多い男女それぞれ 10 属性，合計 20 属性を対象

に主成分分析を行い，属性別に主成分得点を算出した．  

 

3. 評価結果 

主成分分析によって得られた第 1主成分は，「省エネルギー配

慮性」を示す総合的指標，第 2 主成分の因子負荷量は，「行動改

善策の認知度」を示す指標であると解釈した． 

（1）行動ごとの評価 

2004 年度の調査結果を主成分分析によって得られた因子負荷

量を表した散布図を図 1に示す． 

まず，第 1 主成分に着目すると，2013 年度では，家事に関す

る対策の因子負荷量が大きいが，2004 年度においては，そのよ

うな傾向は出ていない．つまり，家事に関する対策を実行する

ほど省エネルギーに配慮した行動を行う傾向となった． 

第 2主成分に着目すると，2004 年度と比較して 2013年度の因

子負荷量が相対的に向上していることがわかる．つまり，2004

年度と比較して2013年度は相対的に行動改善策に対する認知度

が向上していると考えられる． 

 

（2）属性ごとの評価 

図 2に示す．第 1主成分に着目すると，2004年度と比較して

女性の省エネルギー配慮性が高いという傾向は変わらないが，

世帯年収が高い人ではなく世帯年収の低い人のほうが，省エネ

ルギー配慮性が高くなっていることがわかった．また，2004 年

度では家族が2人以上の人の省エネルギー配慮性が高いものの，

2013 年度ではそのような傾向はみられなかった．一方で，高齢

層における省エネルギー配慮性は高くなっていた． 

第 2 主成分については，2004 年度の結果と比較すると，若年

層における主成分得点が高いことがわかった．つまり，行動改

善策の認知度については約10年前と同様に年代が低いほど高く

変化がなかったといえる． 

 

4. 次年度の研究計画 

① 実行容易度の継続的な評価 

② 時間経過による家庭内の属性変遷の評価 

③ 調査内容（設問項目）の変更の検討 

④ 個人の意識と社会情勢の変遷の比較 

 

 

 

家庭の属性別に算出した主成分得点の散布図を 
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テレビ：視聴短縮 テレビ：本体電源オフ

家電：待機電力カット ビデオ：待機電力カット

ビデオ：視聴短縮 エアコン（冷房）：使用短縮

エアコン：フィルター掃除 暖房：使用短縮

エアコン（冷房）：設定温度28℃ エアコン（暖房）：設定温度20℃

照明：LED（または蛍光灯）に変更 照明：使用短縮

洗濯機：回数削減 洗濯機：風呂残り湯使用

掃除機：使用短縮 掃除機：集塵袋の交換

暖房便座：ふたを閉める 暖房便座：設定温度「中」

暖房便座：設定温度「弱」 コンロ：火力の調整

冷蔵庫：開閉時間の短縮 炊飯器：保温しない

炊飯器：保温短縮 給湯器：追い炊きしない

自家用車：通勤に使用しない 自家用車：アイドリングストップ
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（a）2004年度の調査結果 （b）2013年度の調査結果

 
図 1 エネルギー消費行動改善策の変遷評価 
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男性,1人,60代以上,＜500万円 男性,2人以上,20代,＜500万円

男性,2人以上,30代,＜500万円 男性,2人以上,40代,＜500万円

男性,2人以上,40代,500～1000万円 男性,2人以上,50代,＜500万円

男性,2人以上,50代,500～1000万円 男性,2人以上,50代,≧1000万円

男性,2人以上,60代以上,＜500万円 男性,2人以上,60代以上,500～1000万円

女性,1人,30代,＜500万円 女性,2人以上,20代,＜500万円

女性,2人以上,30代,＜500万円 女性,2人以上,30代,500～1000万円

女性,2人以上,40代,＜500万円 女性,2人以上,40代,500～1000万円

女性,2人以上,50代,＜500万円 女性,2人以上,50代,500～1000万円

女性,2人以上,50代,≧1000万円 女性,2人以上,60代以上,＜500万円
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（a）2004年度の調査結果 （b）2013年度の調査結果
 

図 2 世帯属性別の意識の変遷評価 


